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師
走
に
入
り
、
日
増
し
に
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

慌
た
だ
し
さ
と
同
時
に
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
準
備
で
に
ぎ
わ

い
も
感
じ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。

　
こ
の
年
末
、
市
内
の
20
人
の

中
学
生
の
皆
さ
ん
が「
く
り
は

ら
親
善
大
使
」と
し
て
、
台
湾

の
南
投
市
に
向
け
、
い
よ
い
よ

日
本
を
出
発
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
は
、

こ
れ
ま
で「
青
空
大
使
」と
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
以
前
の
よ

う
に
海
外
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
た
い
と
思
い
、
今
年
か
ら
派

遣
先
を
改
め
て
実
施
し
ま
す
。

　
市
と
南
投
市
は
、
自
然
災
害

の
教
訓
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
共
通
点
と
し
て
交
流
が
始

ま
り
、
２
０
２
０
年
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
大
使
た
ち
に
は
、
過
去
に
台

湾
を
襲
っ
た
大
地
震
か
ら
学
ぶ

防
災
学
習
や
、
地
元
の
中
学
生

と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
異
国

の
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
来
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
経
験
が
子

ど
も
達
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
、

自
分
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
送
り

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
栗
原

市
民
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

胸
に
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。 

異
国
の
仲
間
た
ち
と
の
架
け
橋
に

令
和
６
年
第
４
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
12
月
３
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
10
日（
火
）〜
12
日（
木
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
13
日（
金
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
16
日（
月
）各
常
任
委
員
会
・

予
算
特
別
委
員
会
　
付
託
議

案
審
査

□
17
日（
火
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

12
月
17
日（
火
）は
、
午
後
１
時
30
分

開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
定
例
会

で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、
紹

　
介
す
る
陳
情
は
、12
月
12
日（
木
）

　
正
午
ま
で
、
議
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
議
会
の
中
継
は
、
本
庁
舎
お
よ

び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視
聴

で
き
る
他
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
議
会
情
報
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

令
和
７
年
度
任
期
付

市
費
負
担
教
員
採
用
試
験

　
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
の
充
実
を
目
指
し
、少
人
数
で

の
学
級
編
成
を
行
う
た
め
、
任
期

付
市
費
負
担
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
選
考
種
別

　
□
一
般
選
考

　
□
教
職
経
験
者
特
別
選
考

●
申
込
期
限
　
令
和
７
年
1
月
10

日（
金
）

●
試
験
日
　
令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
金
成
庁
舎

●
試
験
方
法

□
一
般
選
考
　
小
論
文
、
面
接

□
教
職
経
験
者
特
別
選
考
　
面
接

●
採
用
区
分
、
採
用
人
数

　
□
小
学
校
教
諭
　
　
9
人
程
度

　
□
中
学
校
教
諭
　
　
3
人
程
度

●
受
験
資
格

共
通
事
項

□
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す

る
小
学
校
、
中
学
校
教
諭
の

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い

る
人
ま
た
は
、
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

□
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ

び
学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠

格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

教
職
経
験
者
特
別
選
考

　
　
宮
城
県
職
員
永
年
勤
続
者
表

彰
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
、

宮
城
県
以
外
の
自
治
体
で
同
等

の
表
彰
を
受
け
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
受
験
案
内
と
申
込

書
　
は
、
金
成
庁
舎
２
階
学
校

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
学
校
教
育
課
に
持
参
ま

た
は
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

郵
送
は
、
令
和
７
年
１
月
10
日（
金
）

　
当
日
消
印
有
効

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
２

　
築
館
地
区
宮
野
に
は
、
鎌
倉
時

代
の
末
か
ら
南
北
朝
時
代
の
動
乱

期
に
か
け
て
の
４
つ
の
文
書
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
建
武

４
年（
1
3
3
7
年
）8
月
２
日
の

日
付
が
あ
る
紺
紙
に
金
泥
で
書
か

れ
た
寄
進
状
で
、
従
三
位
中
納

言
朝
臣
が
、
霊
験
あ
ら
た
か
な

場
と
さ
れ
る
宮
野
八
幡
宮
に「
天

下
泰
平
」の
た
め
、
神
鏡
一
面
を

奉
納
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
他
の
３
つ
は
、
南
北
朝
時
代
の

文
書
で
あ
り
、
宮
野
家
の
家
系
図

や
天
正
18
年（
1
5
9
0
年
）正
月

5
日
に
宮
野
豊
後
守
が
家
伝
の
重

器（
具
足
、
大
刀
、
綸
旨
、
経
文
、

古
鏡
な
ど
）を
筋
目
と
し
て
及
川

重
昌
へ
譲
っ
た
と
い
う
譲
渡
状
、

天
正
18
年（
1
5
9
0
年
）7
月
14

日
に
大
崎
義
隆
が
宮
野
豊
後
守
へ

宛
て
た
書
状
で
す
。
大
崎
氏
は
足

利
一
門
奥
州
管
領
で
あ
り
、
斯
波

氏
ゆ
か
り
の
氏
族
で

す
が
、
関
東
北
部
大

崎
庄
か
ら
宮
城
県
に

移
り
、
志
田
、
遠
田
、

加
美
、
玉
造
、
栗
原

の
五
郡
を
拠
点
と
し

た
有
力
武
士
で
、
大

崎
義
隆
は
そ
の
最
後

の
領
主
で
す
。
こ
の
頃
の
栗
原
は
、

大
崎
氏
と
関
東
御
家
人
の
葛
西
氏

が
せ
め
ぎ
合
い
、
両
勢
力
の
衝
突

す
る
地
で
し
た
。
宮
野
豊
後
守
平

政
弘
の
署
名
に
よ
る
元
亀
元
年

（
1
5
7
0
年
）正
月
10
日
の
宮
野

家
の
系
図
は
、
宮
野
氏
が
葛
西
一

族
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
永

正
元
年（
1
5
0
4
年
）に
大
崎
氏

の
た
め
に
上
洛
し
、
足
利
将
軍
に

謁
見
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
大
崎
氏
配
下
と
し
て
行
動
し

て
い
た
事
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
は
鎌
倉
時
代
か

ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
戦
乱

の
続
く
栗
原
の
様
子
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

年
末
年
始
の
お
休
み
期
間

　
市
内
各
機
関
の
年
末
年
始
の
休

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
末
年
始
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
す
る
場
合
は
、

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口（
市
役
所
・
各
総
合
支
所
）

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１

月
５
日（
日
）

※

戸
籍
の
届
出
を
除
く

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

市
立
病
院
・
市
立
診
療
所
の

外
来
診
療

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１

月
5
日（
日
）

※

休
日
急
患
当
番
日
は
除
く

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）５
６
３
１

し
尿
収
集

　
12
月
29
日（
日
）〜
令
和
７
年
１

月
５
日（
日
）

●
し
尿
収
集
申
し
込
み
先

　
協
業
組
合
栗
原
環
境
保
全

☎（
23
）６
０
０
０

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎（
33
）２
３
０
１

ご
み
直
接
受
入
　

●
家
庭
ご
み
　
12
月
29
日（
日
）〜

　
令
和
７
年
１
月
５
日（
日
）

●
事
業
系
ご
み
　
12
月
28
日（
土
）〜

　
令
和
７
年
１
月
５
日（
日
）

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎（
52
）３
０
８
０

市
民
バ
ス

●
路
線
バ
ス

　
12
月
31
日（
火
）〜
令
和
７
年
１

月
３
日（
金
）

●
乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通（
花
山
地

区
）

　
12
月
30
日（
月
）〜
令
和
７
年
１

月
３
日（
金
）

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

火
葬
場

　
令
和
７
年
１
月
１
日（
水
）〜
３

日（
金
）

※

受
け
付
け
を
除
く

※

年
始
の
霊
き
ゅ
う
バ
ス
は
、
火
葬
件
数

に
よ
り｢

迎
え｣

だ
け
の
片
道
配
車
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
く
り
は
ら
斎
苑☎（

22
）４
１
２
１

防
災
行
政
無
線
を
一
時

放
送
停
止

　
市
の
防
災
行
政
無
線
の
中
継
局

を
工
事
し
ま
す
。
こ
の
工
事
の
た

め
、
３
日
間
防
災
行
政
無
線
放
送

を
停
止
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
昼

や
夕
方
の
定
時
チ
ャ
イ
ム
の
放
送

も
停
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
の
防
災
情
報
は
、

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
市
公
式
ラ
イ

ン
、
テ
レ
ビ
回
覧
板
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
停
止
期
間
　
12
月
10
日（
火
）〜

12
日（
木
）

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

燃
料
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
冬
は
、
家
庭
で
燃
料
を
取
り
扱

う
機
会
が
増
え
、
例
年
、
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
か
ら
燃
料
が
漏
れ
出
す
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
状
況
や
取
り

扱
い
な
ど
を
再
度
確
認
し
、
安
全

な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
燃
料
を
取
り
扱
う
際
の
注
意

□
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
給
油
管
が

壊
れ
て
い
な
い
か
点
検
す
る
。

□
燃
料
を
取
り
扱
う
と
き
は
、目

　
を
離
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

□
燃
料
が
河
川
な
ど
の
公
共
水

　
域
に
流
出
し
た
ら
、速
や
か
に

　
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
す
る
。

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

中
世
大
崎
古
文
書

232 市
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▲８月に開催した結団式 ▲寄進状

議会中継

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

指
　定
　日
　
昭
和
39
年
８
月
24
日

所
　在
　地
　
個
人
蔵

ち
ゅ
う
　せ
い
　お
お
　 さ
き
　  

こ
　
　も
ん
　じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

け
ん
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

じ
ゅ 

さ
ん
　 

み 

ち
ゅ
う
　
な
　

ご
ん
　
あ
　 

そ
ん

　
　  

て
ん
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　 

み
や
　
の
　
ぶ
ん 

ご
の  

か
み

　
　
　
　 

ぐ
　
そ
く
　
　
　 

た
　 

ち
　
　
　 

り
ん
　
じ
　
　  

き
ょ
う 

も
ん

　
こ 

き
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
い  

か
わ

し
げ  

ま
さ

　
　
　
　
　
お
お  

さ
き  

よ
し  

た
か

　
　
　
　
　
　
　 

お
う
し
ゅ
う
か
ん 

れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　 

ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

げ
ん
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

え
い

し
ょ
う

え
っ 

け
ん


